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設したアンデクス・メラン家 Haus Andechs Meranienが関わり、同家の断絶後もその精神は
継承され、19世紀にバイロイトの地でヴァーグナーRichard Wagnerによって聖杯騎士伝説





















1.2  博士論文各章の要約 












博士論文第 2 章「聖杯騎士伝説―その系譜と十字軍の時代―」では、12 世紀にさかのぼ
り、聖杯騎士伝説を初めて著したフランスのクレティアン Chrétien de Troyes による『ペ
ルスヴァル Perceval, le Conte du Graal』と、これに続くドイツ(神聖ローマ帝国)のヴォ
ルフラム Wolfram von Eschenbach の『パルツィヴァール Parzival』を、当時のヨーロッ
パ・キリスト教圏そして中東、アフリカなどのイスラムといった宗教文化圏を巻き込んだ十






















1.2.2  第 4章～第 6章 
 博士論文第 4 章「バイロイト―辺境伯宮廷文化と聖杯騎士伝説の継承―」では、これら
アンデクス・メラン家のバイロイトに遺した聖杯騎士伝説が、18 世紀のドイツ領邦絶対主
義期にバイロイト辺境伯ゲオルク・ヴィルヘルム Markgraf Georg Wilhelm von 
Brandenburg-Bayreuth によってバイロイトに造成された湖沼ブランデンブルクそして彼が





伝説やガーター騎士団 Order of the Garter の影響を受けるなど、バイロイトに汎ヨーロ
ッパ的な聖杯騎士伝説が反映され、18 世紀半ばには、プロイセンのフリードリヒ大王
Friedrich der Große の姉でバイロイトに嫁いだヴィルヘルミーネ辺境伯妃 Markgräfin 
Wilhelmine などによって、バイロイトはヨーロッパ屈指の芸術文化都市に発展を遂げてい
たことを明らかにした。 
 博士論文第 5 章「ジャン・パウル―バイロイトのロマン主義そしてヴァーグナーへ―」
では、ヴァーグナーがバイロイトに移住する以前の 19世紀前半に栄えたバイロイトのドイ



























1.2.3  第 7章～結語 
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